
 

やる気と自信をもって チャレンジする子どもの育成 

ＯＯＤＡ(ウーダ)ループ及びＰＤＣＡサイクルによる改革・改善 

目指す学校 

令和５年度 高松市立下笠居小学校の教育目標・教育の重点 

 

○かがやく 自分・友だち 

一人一人が存在感をもてる 

なかまづくり 

人権教育・特別支援教育 

自主的・奉仕的な活動の推進 

 

多様なかかわり合い 

読書活動の推進 

校内環境の整備 

 

 

○し っかり一歩一歩 学習の定着 

分かる、楽しい授業の実践 

○も っとやりたいを大切に 

主体的、対話的で深い学び 

･自力解決と学び合いの重視 

授業改善 

・教えるからファシリテーターへ 

教師の指導力向上 

生徒指導の機能を生かした授業 

 

 

 

○さ わやかに 早寝早起き朝ご飯 

健康つくり 

 

○い っしょに 外遊び 

体力つくり 

安全な学校生活・登下校 

個に応じた支援と全校支援体

制 

 

 

かしこく たくましく 

【豊かな心】 【確かな学力】 【健やかな体】 

やさしく 

すべての子どもたちと教職員が、 
やさしさと、かしこさと、たくましさをもって取り組む学校 

家庭・地域・保こ小中・専門機関 

地域に開かれた学校 

 

外部人材の活用 

 

異校種間連携 

 

学校教育目標 

連携と協働 

一日一つずつ、実践を！ 

（温かなまなざしと支えが ここ下笠居に） 

自ら「進んで」！ 


